
（単位：億円）

資産の構成 

消費収支差額 △18 

負債および自己資金の構成 

流動資産 501 

その他の固定資産 2,879 
有形固定資産 1,970 

基本金 5,112 

流動負債 153 固定負債 105 



貸借対照表

資産の部
24年度末 23年度末 増　減

484,995 482,519 +2,476

197,049 188,560 +8,489

287,946 293,959 -6,013 

50,113 47,770 +2,343

535,108 530,289 +4,819

負債の部
24年度末 23年度末 増　減

10,480 11,038 -558 

15,254 20,510 -5,256 

25,734 31,548 -5,814 

自己資金の部
24年度末 23年度末 増　減

511,158 498,778 +12,380

-1,783 -37 -1,747 

509,375 498,741 +10,634

24年度末 23年度末 増　減

主要財務指標

本　学 全国平均 ※

■ 95.2% 96.7% 101.1%

■ 36.8% 35.6% 63.9%

□ 328.5% 232.9% 326.3%

■ 5.1% 6.3% 19.4%

95.2% 94.1% 84.5%

平成24年度の財務情報は、私立学校法第47条の規定に基づいて帝京大学本部会計課に
備え置き、利害関係人の閲覧に供しております。

 （ご参考） 23年度
24年度

科　　　　　目
３．教育・研究等の諸活動に必
　　要な資産を充実させるべく、
　　計画的な基本金の組入れを
　　実施しています。

翌年度繰越消費収支
超過額

負債の部合計

平成25年5月31日　

          ＜コメント＞

１．施設を充実させるため、設備
　　投資を毎年積極的に行って
　　います。
　平成24年度の主な設備投資
　　板橋キャンパス外構等工事
　　板橋大学棟4号館敷地購入
　　総合武道館（八王子）竣工

２．負債額の減少要因は主に期
　　末未払金の減少です。

有形固定資産

その他の固定資産

（単位：百万円）

流動資産

資産の部合計

科　　　　　目

530,289 +4,819負債・自己資金の部合計

科　　　　　目

基本金の部合計

科　　　　　目

535,108

自己資金の部合計

固定資産

自己資金構成比率    □

有 形 固 定 資
産 構 成 比 率

固　定　比　率

流　動　比　率

負　債　比　率

項　　　　目

　　□：高い値が良い比率
　　■：低い値が良い比率

　※ 私立大学法人の平均値
　　出典：日本私立学校振興・共済
　　　　　　事業団『今日の私学財政』

４．財務基盤の安定確保に努力
　　し、引続き良好な水準を維持
　　しています。

固定負債

流動負債

《平成23年度の他大学比較》
 (1)固定比率（＝固定資産／自
　　己資金）が96.7%と100％を下
　　回っており、固定資産をすべ
　　て自己資金で賄っています。
 (2)学校法人の有形固定資産構
　　成比率（＝有形固定資産／
　　総資産）は多額の施設設備投
　　資により高くなりがちですが、
　　本学の比率は35.6%と低い値
　　です。
 (3)流動比率（＝流動資産／流
　　動負債）は232.9%ですが、固
　　定資産の中にも金融資産が
　　多く含まれています。
 (4)負債比率（＝総負債／自己
　　資金）は6.3%と低い値を維持
　　しています。なお、借入金の
　　残高はありません。
 (5)自己資金構成比率（＝自己
　　資金／総資金）は94.1%と高
　　く、財政的に安定しています。
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